
モルモットのふれあい授業のながれ 

当日の流れ 

１ あいさつ 

２ モルモットのお話（５分程度） 

 ・小さな動物に対してどうやって接してあげるといいのかな。 

 ・モルモットを触るときの注意点 

  などをお話させていただきます。 

３ ふれあい、観察の時間（２０分程度） 

 グループに分かれ、１グループで１頭のモルモットとふれあいます。 

ふれあいは、膝の上にモルモットを乗せて行います。触るのは 1人ずつ、待

ち時間はワークシートを書いて待ちます。 

  さわることを目的とせず、モルモットのきもちを考え、仲良くなるにはどう

したらいいかを考えながら実践する時間にしたいと考えています。ふれあ

いでの目標は、モルモットと仲良くなるためにモルモットの気持ちを考え

て行動することと考えています、子どもたちにはモルモットを抱き上げ、お

膝に乗せることに挑戦してもらいます。お膝に乗せることも怖い子はかご

の中のモルモットを触るだけにします。 

  事前にモルモットのことを調べ、実際に見て観察してもらいます。調べたこ

とと同じか、新しい発見があるのか、いろいろ感じてもらいたいと思います。 

  ※この時間は子どもたちが挑戦する時間です。どうしても抱き上げること

ができない子へは飼育員がモルモットを子どもたちの膝に乗せます。先生

は見守るようにお願いします。先生がモルモットをつかまえて膝に乗せる

ことはしないようにお願いします。 

４ 振り返りの時間（５分程度） 

  実際にモルモットを見て、触ってどうだったかを振り返る時間にしたいと

思います。仲良くなるために考えたこと、やってみたらどうだったかなど、

数人の発表を聞こうと考えています。 

５ 発展学習 

  感想を後日お手紙に書いてください。感想、モルモットを見てさらに気づい

たこと、調べたこと、質問等なんでも書いてください。 

 

必ず、事前にモルモットのことについてみんなで調べて、仲良くなるにはど

うしたらいいかを考えてください。 

授業を通して、なかよくなるためには相手のことを知る、相手の気持ちを考

えることが大切ということを伝えていこうと考えています。 


